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 第２章において、モチーフ塩基の置換のみが起こると仮定した planted モチーフ発見問題を説明
し、plantedモチーフ発見問題を解くための既存の random projection algorithmとその改良版であ
る uniform projection algorithmを再考している。 
 
 第３章では、上述 projection algorithm がさらに改善できることを指摘し、low-dispersion 
sequenceにもとづいた low-dispersion projection algorithmを提案した。さらに、low-dispersion 
sequenceの構成のために、組合せ理論的概念である developed almost difference familyを導入し
た。そして組合せデザイン理論上の手法を駆使し developed almost difference familyを数多く構成




デルである planted editedモチーフ発見問題について説明している。そして planted editedモチー




 第５章では、置換、消失、挿入の全ての塩基変化を仮定した planted edited モチーフ発見問題を
考えている。その発見方法については遺伝アルゴリズムを基本として、期待値最大化法を利用して、
３種類のモチーフ塩基変化に対処できるモチーフ発見アルゴリズムGAEM（expectation maximized 






審 査 の 要 旨 
【批評】 
 モチーフの塩基が微妙に変化する仮定のもとでのモチーフ発見問題において、既存の random 
projection algorithmと uniform projection algorithmをもとに，組合せデザイン理論の概念を導






平成 27 年 1 月 22 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
（博甲） 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
